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宇宙開発委員会第一部会長
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関係省庁職員等

　科学技術庁研究調整局長

　　　〃　　長官官房審議官

　文部省学術国際局審議官

　通商産業省機械情報産業局次長

昭和55年8月6日（水）

午後2時～4時

，宇宙開発委員会会議室

第一部会の審議結果について

第15回宇宙開発委員会（定例会議）

議事要旨（案）　　　，
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　通商産業省エ業技術院総務部長

　運輸省大臣官房審講官

　　　〃　気象庁総務弘長

　郵政省電波監理局審議官

　　　〃　　　〃　　宇宙平信開発学長

事務局

　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長

　　　　〃　　　9〃　　宇宙国際課長．

　　　　〃　　　　〃　　宇宙開発許長
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第15回宇宙開発委員会（定例会設）議峯要旨案が帷認さ

　　　中口第一部会長より、資料委16－2に基づき説明が行わ

　　れ麺ち、野村鯉系分科会潤び中・第一部会長より・

　　以下の補足説明が行われた。

野稽醒系分科会に紳ては・鰍翻衛星1号（L・S－1）

　　及び資源探査衛星1号（MERES－1）については・①両

　　衛星は搭載機器も類似しているなど・共通性の多いものであ

　　るから・一つの律星．とする。②この衛星は極力自主技術によ

　　　　　　　　　　　　＿　’2．一
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り開発を進める。⑤輸・送手段については、米国のスペースシ

ャトルを利用せず、我が国の：H－1ロケットを用いる。

との基本的考え方に：基づいて審議を行った。

　審議においては、・合成開ロレ「一ダ（SAR）を搭載しない

陸域観測衛星1号（LOS－1）の打上げ目標年度が・昭和

62年度であるにもかかわらず、SARを搭載する地．球資源

衛星1号（ERS－1＞を昭和61年度頃に打ち上げること

を目標に現時点で開発研究に着手することが・妥当か否かを

中心に検討：が翻れ三た。

　この結r果、歯応S一一1に関する技術的検討が十分でない等

の意見毛あっ左がポ資源探査を目的とする人品衛星に関する

研究が昭和「55年度より行われている’こと・及びその他諸般の

．事情も勘案L、砧和一61年度頃の打ち上げを努力目標として

地球資源衛星隼号（ERS－1）の開発研究に着手すること

は妥当であるという結論に達したものである。

　なお、不衛星の取扱いに当たっては、①技術的検討を十分

かつ慎重に行いつづ閉溌研究を進めるべきである。②多額の

資金を要する計画であるので、他の計画に影響を与えること

のないよう配慮されたい。との意見が審議の過程で表明され

たことに留意し、ER．S－1計画が開発段階へ移行する除は・

宇宙開発計画が全般的．に調和のとれたものとなるよう十分論

議を尽し慎重に進めることを要望する。　．

　最後に、分科会におけるERS－1に関する審議の進iめ方

は、分科会として遺憾であったので、二度とこのようなこと

3

　　のないようにしていただきたい。

中口：ERS－1の計画推進に当たっては・研究者等の人的資源・

　　資金の調達といった問題から他の衛星計画への影響が懸念さ

　　れる。今後、同衛星のミッション側からの要求条件及び計画

　　を進める上での指揮系統を明確にし、全体として調和のとれ

　　た計画となるよう配慮されたい。

　　　また、5頁履その他の施策における研究開発の強化につい

　　てa、宇宙開発事業団も強く要望しており、実現されるよう

　　願いたい。

　　　5頁Kその他の留意事項↑については・今後・その具体的

　　な形態について実務的に検討する必要があり・来年の第一部

　　会審議までに、一応の結論がでることを要望する旨発言があ

　　つたO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　こののち、以下の質疑応答：が行われ、第一部会報告書が了承さ

れた。　　　　　一

吉識：合成開ロレーダ等に関する技術的検討がまだ不十分である

　　という声もあったようだが、ERS－1の開発研究に着手す

　　ることに支障はないのか。

野村：開発研寵といっても研究に近い段階も含めて・無理をせず

　　に、技術的検討を慎重に進めていくということで・分科会は

　　開発研究への移行に合意し㍗。

吉識罰Xその他留意事項の2に「重点的な目標を定め」・「調和

　　のとれた開発計画・・引とあるが、具体的にはどういうこと

　　なのか。
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野村：近年衛星の打上げ要望が増加し、一言で実用衛星といって

　　も、通信衛星、放送衛星といった商用的な衛星から気象衛星

　　のように、－国自身が利用者である衛星もあり、また、技術開

　　発拍向の衛星もある。

　　　これち複雑多岐にわたる要望に係わる開発を、宇宙開発事

　　業由がすべて行うこととすると、事業団の資金面、人材面の

　　制約から自主技術の系統的な育成に支障が生ずるのではない

　　かということが懸念される。，

　　　そのため、宇宙開発事業団が行う衛星の開発は・重点的に

　　艮標を絞り、それに傾斜して進めていぐことが必要なのでは

　　ないのか、その他のミッションについては、その性格にもよ

　　るが、’利用機関が、資金面も含め相応の努力をしていく必要

　　があるのではないか、ということである。
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